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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　歯科用吸引装置の流体分離器用の制御装置であり、
　第一の電気モーターによって動力を与えられ、分離対象の流体用の入口、液体用の第一
の出口及び気体用の第二の出口を備える排出ポンプと、
　第二の電気モーターによって動力を与えられ、前記排出ポンプの前記第二の出口に接続
される気体用の入口を備える吸引ポンプと、
　前記排出ポンプの前記第一の出口における液体圧力を検出して、検出された流体圧力に
比例する信号を指令信号のうちの１つとして与える第一のセンサと、
　前記指令信号に基づいて前記第一の電気モーター及び前記第二の電気モーターに対する
供給電流の周波数を修正するための、既知の形式の電力供給手段と、
　を備え、
　前記電力供給手段が、前記第一の電気モーターに接続される第一のインバータ及び前記
第二の電気モーターに接続される第二のインバータを含む装置。
【請求項２】
　前記排出ポンプの前記モーターに対する供給電流を検出して前記指令信号のうちの１つ
を与える第二のセンサを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記分離器が配置される場所の周囲温度を検出して前記指令信号のうちの１つを与える
第三のセンサを含む、請求項１に記載の装置。
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【請求項４】
　各々前記第一及び第二の電気モーターのうちの１つの温度を検出して前記指令信号のう
ちの１つを与える第四及び第五のセンサを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記分離器内部の負圧の度合いを検出して前記指令信号のうちの１つを与える第六のセ
ンサを含む、請求項１に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯科用吸引装置の流体分離器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　この分野における先行技術は、手術中の患者の口から流体を取り除く歯科用装置を教示
している。これらの流体は気体成分及び液体成分を含む。気体成分は、通常の場合に空気
であるのに対して、液体成分は、通常、水、有機液体及び歯科用装置に使用されるその他
の液体から成る。気体成分は、液体成分が浄化され最終的に下水道に放出される前に、液
体成分から分離されなければならない。先行技術は、この目的のための、遠心分離排出ポ
ンプの作用と吸引ポンプの作用を結合する分離器を教示している。この分離器においては
、分離対象の流体は遠心ポンプに送り込まれる。吸引ポンプは、遠心ポンプ内に負圧を生
じて、流体の気体成分が吸引ポンプによって吸引されるようにし、一方液体成分は遠心ポ
ンプに設けられる開口から出て行く。先行技術は、例えば同じ出願者による欧州出願公告
第ＥＰ　０９６０　６０５号（下記特許文献１）において、遠心ポンプと吸引ポンプが別
個のモーターによって起動される分離器を教示している。
【０００３】
　別個のモーターを使用することによって、歯科用吸引装置の休止段階及び再始動段階に
生じる可能性のあるいくつかの問題が解決された。特に、一方のモーターの始動に関連し
て他方のモーターの始動を制限するためにタイマを使用することによって、吸引ポンプに
液体が浸入するのを防ぐことができる。吸引装置の動作中、例えば分離器からの排出液体
圧力が過剰に増大して、その結果排出ポンプの液位が上がり吸引ポンプによる液体の吸引
の可能性が生じたり、あるいはモーターによる電流の過剰な吸収及び許容レベルを超える
周囲温度の上昇によって排出ポンプの使用温度が高くなりすぎたりするなど、時には望ま
しくない事象が生じる。このような場合、吸引装置を休止する必要があることが多く、こ
れは、装置のユーザーにとって全く喜ばしくない。
【０００４】
【特許文献１】欧州出願公告第ＥＰ　０９６０　６０５号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の主要な目的は、吸引装置の機能パラメータの最適化を可能にし、かつ装置を運
転停止する必要なく望ましくない動作条件を未然に防ぐ制御装置を提供することによって
、上記の欠点を取り除くことである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の分離器用制御装置は、第一の電気モーターによって動力を与えられる排出ポン
プ、及び第二の電気モーターによって動力を与えられる吸引ポンプを含む。さらに、出口
における液体の圧力、周囲温度、モーター温度など分離器の動作パラメータを検出するた
め、及び指令信号を受けると第一及び第二の電気モーターに対する供給電流の周波数を修
正するインバータに指令する、動作パラメータに比例する指令信号を与えるための、既知
の形式のセンサ手段を含む。
【発明の効果】
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【０００７】
　本発明の利点は、吸引される流体の量には関係なく、すなわち同時に装置を使用する操
作者の数に関係なく吸引ポンプによって生じる負圧の度合いを望ましい値に調整できるよ
うにすることである。
【０００８】
　本発明のさらなる利点は、分離器のユーザーによる需要に応じてモーターを作動するた
めに必要とされる電力を最適化することである。
【０００９】
　これらの目的及び利点その他は、特許請求の範囲において特徴付けられる通り、本発明
によって全て達成される。
【００１０】
　本発明のさらなる特徴及び利点は、添付図面において単なる非限定的例として示される
、以下の本発明の望ましい、ただし非排他的な実施態様の詳細な説明からよりよく分かる
だろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　添付図面を参照すると、１は、歯科用吸引装置用の分離器全体を示している。分離器１
は、分離対象の流体用の入口３を備える遠心分離排出ポンプ２を含む。流体は、図１の矢
印Ｆによって示される方向に向かって遠心ポンプ２に入る。排出ポンプ２は、さらに、図
１の矢印Ｌによって示される方向に向かって排出ポンプ２から出て行って下水管に放出さ
れるために送られる液体用の出口４を備える。排出ポンプ２は、また、空気出口５も有す
る。排出ポンプ２は、排出ポンプ２のインペラ（圧縮機翼車）を同軸上に支えるドライブ
シャフト７を有する第一の電気モーター６によって作動される。分離器１は、分離器にお
いて所定の度合いの負圧を生じて、分離器１に導かれる流体から気体を抽出するために配
置される吸引ポンプ８を含む。吸引ポンプ８は、空気用の入口９を備え、この入口９は図
１において概略的に表され１０で示される導管を通じて排出ポンプ２の出口５と接続され
る。吸引ポンプ８は、さらに空気用の出口１１を備え、これを通って、吸引された空気が
図１において矢印Ｕによって示される方向に排出される。分離器１は、また、シャフト１
３によって吸引ポンプ８のインペラを回転させる、第一のモーター６とは別個の第二のモ
ーター１２を含む。各モーター６および１２は、それぞれのポンプ２及び８を回転させる
。
【００１２】
　上記の説明は、欧州出願公告第ＥＰ０　９６０　６０５号から既知である。
【００１３】
　分離器は、分離器の動作パラメータに関する値を入手するためのセンサ手段を含む制御
装置を備える。特に、本発明の装置は、例えば、排出ポンプ２の出口４に接続され、排出
ポンプ２の出口における液体圧力を監視する第一のセンサ２２と、排出ポンプ２のモータ
ー６への供給電流を監視する第二のセンサ２３と、分離器が配置される場所における周囲
温度を監視する第三のセンサ２６と、各々がそれぞれモーター６及びモーター１２の温度
を監視する第四のセンサ２４及び第五のセンサ２５と、分離器１内における負圧の度合い
（すなわち、圧力）を検出する第六のセンサ２７といった、センサ手段を含む。
【００１４】
　上記のセンサは全て、周知のタイプの、通常に使用されているものであり、各々、それ
ぞれが監視する分離器の動作パラメータの値に比例する指令信号を与える。
【００１５】
　本発明の装置は、さらに、既知のタイプの電力供給の手段を含む。この手段は、上記の
センサによって発せられる指令信号の指令を受けて、第一の電気モーター６または第二の
電気モーター１２またはその両方への供給電流の周波数を修正することができる。
【００１６】
　電力供給の手段は、第一の電気モーター６に接続される第一のインバータ２０、及び第
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二の電気モーターに接続される第二のインバータ２１を含む。
【００１７】
　インバータ２０及び２１は、通常の給電を受け、標準供給電流とは同じではなくインバ
ータ２０及び２１に与えられる指令信号に応じて可変的な周波数を有する電流を出力する
。
【００１８】
　電気モーター６及び１２は、インバータ２０及び２１から出力される可変電流を受ける
。従って、インバータ２０及び２１に与えられる指令信号に応じて、モーター６及び１２
に対する供給電力の周波数を変動させることができるので、供給電力の周波数に応じてそ
の回転速度を変動させることができる。
【００１９】
　制御装置は、既知のタイプのプロセッサ・カードによって構成され、センサによって発
せられる信号を受信し、必要に応じてモーター６及び１２の一方または両方の回転速度を
変動させるためにインバータ２０及び２１に指令を与える、指令及び制御のための中央装
置１４を備える。
【００２０】
　センサが分離器の動作に不良を検出すると、制御装置は、分離器の機能に、これを休止
することなく介入して、正常な動作条件を再確立する。言い換えると、制御装置は、モー
ター６及び１２、及びポンプ２及び８の「バランスを取れた」動作を可能にし、分離器に
不良動作を引き起こした条件を修正するために、上記モーターやポンプの回転速度を相互
に独立して調整することができる。
【００２１】
　例えば、排出ポンプ２が出口４から全ての液体を放出することができず、液体を溢れ出
させる（この状況は、吸引ポンプ８による液体の吸引につながる可能性があるので、絶対
に避ける必要がある）の傾向を示す場合、センサ２２はポンプ２の出口４における液体圧
力の上昇を検出し、センサ２２によって発せられる信号が中央装置１４に送られる。中央
装置１４は、インバータ２０に対して、ポンプ２の回転を増大してポンプ２に存在する液
体をもっと速やかに取り除くためにモーター６への供給電流の周波数を増大するように命
令する。その代わりに、中央装置は、ポンプ８の回転を減らして、ポンプによって吸引さ
れる流体の量を減少するためにモーター１２への供給電流の周波数を下げるようにインバ
ータ２２に指令することができる。
【００２２】
　センサ２３が、モーター６に対する過剰な応力を示す兆候であるモーター６への供給電
流強度の望ましくない増大を検出した場合、指令信号が発せられて中央装置１４に送られ
る。中央装置は、ポンプ８の回転数を減少し従ってポンプ２によって吸引される流体の量
を減少させるためにすなわちモーター６に対する応力を減少するためにモーター１２の供
給電流の周波数を減少するようインバータ２１に指令する。
【００２３】
　分離器が配置される場所の外部周囲温度またはモーター６及び１２の温度が所定の限界
を超えて上昇すると、センサ２４、２５、２６は、中央装置４に送られる指令信号を発し
、中央装置１４は、モーター６及び１２の回転速度を下げ、従ってその過熱を減少するた
めにモーター６及び１２に対する供給電流の周波数を下げるようインバータ２０及び２１
に指令する。
【００２４】
　本発明の装置を使用すると、分離器に接続されるユーザーの数に関係なく分離器内部で
望ましい負圧の度合いを維持することができる。センサ２７は、分離器内の負圧の度合い
に比例する信号を発して、この信号を中央装置１４に送り、中央装置において信号は基準
信号と比較される。信号間に差があることが判明すると、中央装置１４は、必要に応じて
モーター１２に対する供給電流の周波数を増減するようにインバータ１２に指令する。こ
のようにしてポンプ８の回転数（及び吸引の度合い）が調節されるので、望みの度合いの
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【００２５】
　要約すると、本発明の装置は、モーター６及び１２に対する供給電流の周波数を修正す
るインバータ２０及び２１を通じてモーター６及び１２の回転速度従ってポンプ２及び８
に作用することによって、分離器の性能を最適化する。これによって、分離器を停止する
必要なく、またユーザーが実際には制御装置の介入にほとんど気づくことなく、様々な種
類の不良に関係する問題または分離器が満たさなければならない動作上の様々な必要性を
もたらす問題の発生を防止する。
【００２６】
　制御装置は、また、分離器の機能を調節できるようにし、特に吸引ポンプと排出ポンプ
を別個に作動させるモーターの動作を、分離器の動作を定義する全てのパラメータに基づ
いて単純かつ迅速に調節できるようにするので、非常の融通性がある。このようにして、
分離器の動作は、常にユーザーのニーズに充分応えられ、無駄な電力消費を防止する。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明に従って作られる分離器の略図である。
【符号の説明】
【００２８】
　１　　分離器
　２　　排出ポンプ
　６　　第１の電気モーター
　８　　吸引ポンプ
　１２　　第２の電気モーター
　１４　　中央装置
　２０、２１　　インバータ
　２２～２７　　センサ手段
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